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取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 

  

当社取締役会は、コーポレート・ガバナンスコードで実施が要請されている当社取締役会の実効

性についての分析・評価を実施いたしましたので、ご報告いたします。 

  

記 

  

Ⅰ．評価の方法 

（１） 対象者：取締役・監査役 ８名 

 

（２） 実施期間：2025年４月 25日～2025年５月 21日 

  

（３） 回答方法：【アンケート方式】  

 全 25項目に対し、５段階評価 

 評価理由や意見等を必要に応じて自由欄に記載 

 

 

Ⅱ．2024年度の取締役会の実効性に関する評価の結果（概要） 

アンケートの分析・評価結果の概要は、以下の通りとなりました。 

 

① 取締役会の役割・機能について 

取締役会の役割・機能については、自社にとっての取締役会の在るべき姿は明確になって

いるという評価が高かった一方で、次世代後継者の育成計画や、取締役の報酬についての

議論が少ないとの意見がありました。特に後継者育成計画については、今後数年先の経営

メンバー候補を考えた場合、人選・育成ともども優先度高いテーマであるとの意見があり

ました。 

 

 



② 取締役会の構成・規模について 

取締役会の構成・規模については、前年同様、取締役の人数やスキルバランスは適切に配

置されており、社外取締役の役割期待は明確であると評価されました。一方で、現在の取

締役会メンバーは多様性が確保されているとは言えないとの意見があり、今後多様性を確

保するための議論を求める意見がありました。 

 

③ 取締役会の運営について  

取締役会の運営については、開催頻度や決議・報告項目、及び議事運営についてはいずれ

も適切で活発な議論が行われているなど、全体として実効性が確保されていると評価され

ました。一方で、リスク管理委員会からの報告に対しては平時対策がどこまでなされてい

るか不明といった意見がありました。 

 

④ 監査機関との連携について  

内部統制やリスク管理体制の整備、内部通報制度の構築とこれらの運用状況については、

全体として実効性が確保されていると評価されました。特に内部通報制度に関しては、社

内周知の徹底のみならず通報制度の利用しやすさ向上にも注力しているとの意見がありま

した。 

 

⑤ 社外取締役との関係について  

社外取締役による会社経営方針や経営改善への助言、経営全般の監督、利益相反の監督に

ついては、弁護士・会計士の知見や経験を十分に発揮し、全体として実効性が確保されて

いると評価されました。 

 

⑥ 株主・投資家との関係 

自社の経営戦略・ガバナンス体制等については適切に開示しているとの評価であったもの

の、株主との対話促進においては、これまで以上の頻度・内容の工夫が必要であるといっ

た意見がありました。 

 

⑦ 総括 

総括として、昨年度と比較してガバナンス体制の拡充については、規程の整備や体制の改

編などにより実効性がより確保されていると評価されました。 

 

Ⅲ．今後の対応について 

当社の取締役会は、上記の分析・評価結果を踏まえ、次世代後継者の育成計画や取締役の報酬

他意見が寄せられた事案につきましては、取締役会の場で議論を行うなど取締役会の実効性を一

層高めるための取り組みを強化・継続してまいります。 

 

以 上  


